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１．新型コロナウイルス感染状況等を踏まえた現状認識に
ついて明らかにすること。 

２．新型コロナウイルス感染症防止対策としてこれまで行
ってきた新たなワークスタイル・ライフスタイルへの評価
及びテレワークや自宅待機の勤務認証の実績について
明らかにすること。 

３．今施策を実施する理由について明らかにすること。 

 

４．休業指示を行う場合の「業務量の減少その他経営上の
都合」に対する考え方と具体的な想定について明らかに
すること。 

組合：どのような状況、事態に陥ると第２波になるのか。 

組合：想定している更なる新型コロナウイルス感染症の
リスクはどのように捉えているのか。 

組合：新たなワークスタイル・ライフスタイルを進めて
きた中での会社として現段階における評価は。 

組合：ここでは勤務認証の実績について問うているので
示せる部分があれば示してもらいたい。 

組合：1,000という中で運輸、営業、設備が大体４・４・
２くらいなのか。 

組合：実施する理由・目的について詳細を示すこと。 

組合：これまで就業規則に休業という規定を明文化しな
かった。また、100分の 60というのも変えてこな
かったというところからしてなぜ今回なのか。 

組合：社員等が安心して働ける環境を整える観点という
表現について職場では非常に疑問視をする声が出
されている。今回この施策を実施するにあたって
会社として想定しているメリット、デメリットを
聞かせてもらいたい。 

組合：雇用の維持等を図る観点というような表現もされ
ている。どう考えているのか。 

組合：雇用維持という表現が出てくると、やはりコスト
管理、コスト・人件費を抑制するためにこれをや
ろうとしているのではないかという受け止めが強
いので、そういうことに重きを置いているという
ことではないということが確認できればいい。 

組合：仮に 100分の 100にならなかった場合は今よりも
現場で働く者からするとデメリットしか感じな
い。その辺はどうなのか。 

組合：業務量の減少以外の経営上の都合というのは何が
あるのかということを示してもらいたい。 

組合：待命休職の実績はあるのか。 

組合：自然災害や台風などで行った一部の計画運休も含
まれるのかということが、考えとしてあるのか。 

組合：基本的には何か発生したリスクや事象に対して即
休業で即対応するというイメージではないという
ことでよいか。 


